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　日本フィットネス産業協会会員企業の皆様、はじ

めまして。新たに当協会の会長に就任いたしました、

花房 秀治でございます。

　健康で明るい社会づくりに貢献し続けるフィット

ネス産業における唯一の業界団体として、加盟企業

の皆様の英知を結集させ、当協会を発展させていく

ことに力を尽くしてまいります。

　さて、新型コロナウイルス感染症によるパンデミ

ックを受けて大きなダメージを受けたフィットネス

業界ですが、ようやく新規入会者数なども全体的に

増加傾向にあり、いよいよ事業の復興に向けて正念

場となる様々な試みが各社において始まっています。

　日本に暮らす人たちを元気で、そして健康にして

いくことが、我々フィットネス業界の使命であるこ

とは言うまでもありません。

　フィットネス産業におけるサービス提供の形態は

ここ数年で大きく変化し、その役割は広がってきて

います。

　ウェルビーイングやSDGｓ社会の実現のニーズ

も加わり、未病や予防のみならず、日常生活上での

多様な心身の健康づくりに応えることが重要になっ

てきました。そして今日、コロナ禍による健康二次

被害を受けて、私たちフィットネス産業は国家の健

康を支える重要な“健康インフラ”としての役割を

担う主要な産業であるという認識を得るに至ってい

ます。

　具体的には、国及び自治体によるポストコロナに

向けた運動習慣の促進を軸とした健康施策づくりが

進む中で、当協会への公的な協力要請が複数寄せら

れています。

　それらの要請を具現化するために、運動を通した

心身の健康づくりを推進する「環境や仕組みの整

備」「人材づくり」「国や自治体との連携」を今ま

で以上に強化し、その実践の場としてFIA加盟企業

各社が機能できるように導くことは、FIAの重要な

役割であると考えます。

　FIAを“あらゆる世代の人たちに健康づくりサポ

ートする業界団体”としていきたいと考えています。

皆様のより一層のご理解、そしてご指導を賜ります

よう、よろしくお願い申し上げます。
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という恐怖、いわゆる見えない敵が

我々に与えた衝撃は、社会・経済シス

テムそのものを大きく揺るがし、企業

の持続可能性にも大きな影響をもたら

しました。フィットネス産業ももちろ

ん例外ではありません。

　思い起こせば、当初コロナが発生し

たとき、私たちの業界は、いわゆる

“３密（密閉・密集・密接）”の代表

格のようにとらえられ、しかも所轄官

庁である経済産業省から休業要請の該

当業種に指定されたときは、それこそ

絶望感に打ちひしがれてしまったもの

です。人の流れは止まり、その結果、

コロナ禍における
「風評被害」脱却に向けて

　新型コロナウイルス感染症は、

2019年12月31日、中国湖北省武漢

市から原因不明の肺炎の集団感染事例

として世界保健機関へ報告され、日本

国内では2020年1月中旬に確認され

ました。そしてその後、現在に至る2

年半の間に、第１波から第６波の感染

ピークを経て、ようやく収束の兆しが

見えつつあるといったところです。も

ちろん、まだまだ安心はできません。

　コロナ＝死に直結するかもしれない

フィットネスクラブに通っていた方た

ちもいったん休会、もしくは退会され

るという非常事態に陥り、我々にとっ

て極めて厳しい環境が訪れました。

　一方で、緊急事態宣言の発出による

休業、あるいはまん延防止等緊急措置

による営業時間短縮を受けて、各クラ

ブではスタジオプログラムや提供サー

ビスの一部を中止せざるを得ず、この

対応を受けて配置するインストラクタ

ーなど指導者の活躍機会が減少し、社

員の離職も増えたことで、業界全体の

従事者も減少しました。残念ながら、

この傾向は現在も続いており、特にこ
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６月17日（金）、FIA定時総会において
新専務理事に就任した吉田正昭 前会長の記念講演が開催された。

今号では、その内容をあらためて整理してお伝えする。

コロナ禍におけるフィットネス産業
～発 展 の 方 向 性と新 た な 事 業 創 造～

（一社）日本フィットネス産業協会　専務理事　吉田 正昭

F I A 総 会 記 念 講 演
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れからの本格的復興を考えたとき、こ

の人材不足は後々に至るまで大きな課

題となるであろうことが予測されます。

　しかし、こうした状況を憂いている

ばかりでは何の解決にもなりません。

当時、社会全体に刷り込まれてしまっ

た「フィットネスクラブは感染リスク

の高い環境」という風評を打ち消すた

め、FIAとしていち早く取り組むべき

は、感染拡大防止対応のガイドライン

の策定でした。実際、内閣官房からも

厳格なガイドラインを示さなければ、

再開できないことを申し伝えられてい

たのです。

　ガイドラインは内閣官房によって示

されている国の解除基準に準ずるもの

で、かつ感染学や医学のエビデンスに

基づく内容が求められます。しかし、

我々にはそこまでのノウハウはありま

せん。そこで、経産省の力も借りなが

ら、なんとかA4、13ページにわたる

ガイドラインを作成し、忘れもしない、

2020年5月25日、内閣官房から認定

する旨の返事をいただいたのです。そ

して、その日の夕方、当時の安倍晋三

首相から緊急事態宣言解除が表明され

ました。そういう意味では、本当にぎ

りぎり…まさに綱渡りの状況の中、営

業再開にこぎつけることができたとい

えるでしょう。

　残念ながらコロナはいまだ収束には

至っていません。しかし、ワクチン接

種をはじめとする様々な対処法を身に

つけたことによって、我々も次第にそ

れに対する恐怖心といったものから脱

却しつつあります。そしてそれに伴っ

て、お客様も少しずつコロナ前の行動

に移せる時期に来たのではないか、と

いう状況にまで好転しつつあります。

とはいえ、収益性回復のために会員の

獲得だけにすがったやり方では、やは

りまだまだ時間がかかってしまうこと

はしっかり受け止めておく必要がある。

　もちろん、コロナ禍にあって我々も

決して手をこまねいていたわけではな

く、例えば足が遠のく既存顧客、ある

いは潜在顧客を対象としたサービス提

供として、オンラインによる配信型プ

ログラムを活用する運動指導などにも

積極的にチャレンジしてきました。し

かし、なかなか利益につながるところ

までは至っていないのが現状ではない

でしょうか。

　そこで、今、国が進めている各省庁

が取り組んでいる施策をしっかりとビ

ジネスに取り込んだり、あるいは「ウ

ェルネス・ヘルスケア」など新たな領

域も視野に入れながら、我々の業界が

しっかり日本の健康を先導できるよう

なアイデアなどについて皆さんととも

に考えていきたいと思います。そして、

本講演がその一つのきっかけになれば

幸いです。

収益性回復に向けて
今すぐ実行、
期待できる取り組み

　まず、我々が今すぐにできることと

して、地方創成臨時交付金の活用があ

ります。これは、全国の自治体におけ

る地方創成事業において、新型コロナ
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今、国が進めている各省庁が取り組んでいる施策を
ビジネスに取り込んだり、

あるいはウェルネス・ヘルスケアなど新たな領域も視野に入れながら、
我々の業界がしっかり日本の健康を先導できるようなアイデアなど

皆さんと共に考えていきたい。
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ウイルス感染症対応地方創成臨時交付

金の活用が、地域住民のフィットネス

クラブ参加に活かされるよう自治体へ

働きかけるという取り組みです。すな

わち、健康二次被害の防止、あるいは

健康づくりに必要な施策として企画・

提案し、各自治体の理解を得て、国に

対して予算取りをしていただくことを

狙いとしたものです。

　すでに終了していますが、実際に活

用された事例として、千葉市では、

『習い事応援キャンペーン』といった

取り組みが実施されていました。市民

の学びの機会を回復し、市内の経済振

興を図るとともに文化振興・雇用促進

に貢献するための取り組みで、「文

化・教養・生涯学習」「スキルアッ

プ・資格取得」「スポーツ・健康づく

り」などの講座を50%割引で提供す

るという試みです。当然、「スポー

ツ・健康づくり」にはフィットネスク

ラブも該当するので、習い事というか

たちでサポートを受けた方々がたくさ

んいらっしゃったと聞いています

（ht tps://www.ci ty.chiba. jp/keizainosei/

keizai/promotion/naraigoto.html）。

　国民の健康は、自治体にとっても重

要なテーマ。したがって、このような

自治体との連携は、交付金の活用もさ

ることながら、我々の目的とも合致す

るもので、あらゆる意味での相乗効果

も期待できるのではないかと思います。

　また、感染拡大によって見送られて

しまいましたが、「Go Toトラベル」

にならって、実は我々も「Go Toスポ

ーツ」を企画しアプローチしていこう、

と考えていました。ところが、国の政

策上、一業種がそういった冠を付ける

のは難しいということがわかり、であ

れば、国に認められている「Go To 

イベント」に、フィットネスを関連付

けて臨んでいこう、と。そして、それ

であれば問題ないと準備を進めていた

のですが、「Go Toトラベル」同様、

感染の再拡大によって見送りを余儀な

くされた…。

　ただ、「Go To イベント」キャン

ペーンの再開と同時に、すでにFIA会

員企業に対して提案している「Go To 

イベント on Fitness」の展開を促進

させていく予定です。それによって、

フィットネスクラブ利用者の新たな掘

り起こしを図ると同時に、これを風評

払拭の契機と位置づけ、自助努力とと

もに国への支援もさらに積極的に要請

していきたいと思っています。

　おそらく、そう遠くない時期に

「Go！」が出るのではないでしょう

か。FIA会員企業の皆様には、出遅れ

ないようぜひスタンバイしておいてい

ただきたいと思います。

新たな事業開発に向けた
チャンスの芽を逃さずに

　ウイズコロナ、あるいはアフターコ

ロナの時代を見据え、今こそ我々の業

界も攻めのアクションに転じるべき時

期に来ているのではないか。そういう

意味では、コロナ禍によるパラダイム

シフトに寄り添った取り組み、すなわ

ち従来の価値観や概念にしばられず、

革新的かつ柔軟な思考が求められると

いえるでしょう。

　その一つの好例として挙げられるの

が、24時間ジム特化型ビジネスモデ

ルやコンパクトパーソナルジムなどに

象徴される業態の多様化。既存店の会

員数がなかなか回復しない中、我々は

こうした新たな業態の多様化に対する

積極的な理解も求められます。なぜな

ら、顧客ニーズの多様化によって受け

皿が広がることは、結果としてフィッ

トネスに対しての参加率を押し上げる

ことにもつながるからです。多様化は、

決して足を引っ張り合う“敵対”では

ない。むしろ新たな仲間が加わったと

とらえ、一致団結してウイズコロナ、

あるいはアフターコロナの国民の健康

づくり、健康課題に努めるべきではな

いでしょうか。

　また、新たなフィットネス産業とし

て考えられるのが、いわゆる「ウェル

ネス・ヘルスケア」です。これまでの

我々は、どちらかといえば、フィット

ネス対象者は健康な方々であるとして

2022年（令和4年）7月11日
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アプローチしてきたことは否めません。

そして、その結果として４％のフィッ

トネス参加率という数値が出てきてい

ます。

　一方、運動習慣がない、あるいは運

動をしたくてもできないという人——

例えば、運動施設に行くことができな

い高齢者の方々に対する「ウェルネ

ス・ヘルスケア」の領域の掘り起こし

とそれに対応するサービスの開発がで

きれば、フィットネス市場はこれまで

の何倍にもなる可能性を秘めていると

いえるでしょう。

　ましてや、「人生100年時代」とい

われる一方で、コロナによる健康二次

被害などの問題を鑑みると、現在の状

況はその理想を具現化しているとはな

かなか言い難い。すなわち、平均寿命

と健康寿命との差は、狭まるどころか

むしろ広がっており、このまま手をこ

まねいていると、さらにマイナスのほ

うに振れてしまう危険性さえあるとい

えるでしょう。そういった意味でも、

我々の果たす役割は間違いなくこうい

った領域にもある、と。

　さらに、前述した「地方創成臨時交

付金の活用」にも通じる話ですが、国

の施策を受けた新たな事業の開発にも、

引き続き情報収集に努めなければなら

ないと思っています。つまり、国や自

治体が今後進めようとしている健康施

策をはじめとした社会課題のための施

策の中に、我々フィットネス産業の貢

献性は非常に高く、そこにビジネスチ

ャンスを見いだしていく姿勢も重要で

あるということ。もちろん、FIAとし

ても、そうしたチャンスを帰属企業へ

の共有化に向けて、とくに我々と関わ

り合いの深い行政——経済産業省、厚

生労働省、そしてスポーツ庁との連携

をさらに強化していきたいと思ってい

ます。

　そんな中で、第３期スポーツ基本計

画（令和４年3月25日）において、ス

ポーツ立国の実現のためには、国民、

スポーツ団体、民間事業者、地方公共

団体、国などが一体となって取り組み

を進めていくことが前提となるという

方針が打ち出されました。そして、ス

ポーツの機会創出のために掲げられて

いる主要な事業において、特に民業の

有効活用が期待できる項目が掲げられ

ています。すなわち、「Sport in Life

プロジェクト」「運動・スポーツ習慣

化促進事業」「運動部活動改革」

「FUN＋WALK PROJECT」「健康

経営」「誰もが気軽にスポーツに楽し

める場づくり総合推進事業」「スポー

ツ立国調査会スポーツDXプロジェク

ト」などです。

　例えば、スポーツ庁が取り組んでい

る「運動部活動改革」は、学校部活動

の地域への移行を着実に実施するとと

もに、地域におけるスポーツ環境を整

備し、子どもたちがそれぞれの環境で

スポーツに親しめる社会を構築するこ

とを目的として進められているもので

すが、FIAは民間事業者の代表として、

この検討会議に委員として参画してい

ます。

　また、国民のスポーツの実施におい

て、デジタル技術の活用を促進する

「スポーツDXプロジェクト」は、先

に述べた「ウェルネス・ヘルスケア」

の領域に強く結びついてくると期待さ

2022年（令和4年）7月11日

FIAとしても、新体制となった花房秀治新会長の下、
明日が待ち遠しくなるような明るい日本づくりに邁進していきたい。

そして、その具現化のためには、正会員、賛助会員の皆様との
  より密接なツーウエイ（双方向）関係を構築していくことが大事であると考える。
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れています。例えば、地域で孤立して

いる人や健康上の理由などで、外出が

困難な方に対して、オンラインによる

フェイス・トゥ・フェイスの運動指導

は、新たな顧客ニーズの掘り起こしに

もなる新規サービスになるのではない

でしょうか。コミュニケーションが図

られ、孤立化を回避できるとともに、

顧客の様子も確認できることから安否

の確認も可能となります。

　一方、これはジャストアイデアです

が、今、FIAではスポーツテストにつ

いて検討しているところです。学校で

実施されている従来のスポーツテスト

に、フィットネスならではの項目を加

えて、例えば、FIA加盟クラブの年齢

別ランキングをつくるなどです。それ

によって各種目のビッグデータをしっ

かり蓄積していけば、DXを推進する

うえにおいても、かつ我々にとっても、

運動を実施するうえでのモチベーショ

ンアップやさらなるアイデアの拡大に

も貢献できるのではないか、と考えて

います。

明るく輝く日本の未来を
我々フィットネス関係者の
力で

　我々は、ここまでに紹介してきた

様々な取り組みに加え、経済産業省と

ともに「地域×スポーツクラブ産業研

究会」を立ち上げ、スポーツクラブ産

業を核とした地域経済の新しい成長、

すなわちサービス業としての地域スポ

ーツクラブを軸とした、新しい社会シ

ステム像の実現についても模索してい

るところです。

　先に紹介した、スポーツ庁による地

域移行検討会議と連携した「運動部活

動」もその一つです。さらに、この中

でもう一つ、大きな可能性のある事業

として期待しているのが、文部科学省

によって進められている廃校施設の活

用です。文科省では、廃校活用推進の

ため、全国各地の優れた活用事例の紹

介や、活用希望廃校情報の公表を通じ

て、廃校を「使ってほしい」自治体と

廃校を「使いたい」企業などとのマッ

チングを行っています。つまり、廃校

は「終わり」ではなく新たな希望の

「始まり」であり、地域の課題を克服

できると同時に、我々にとっても大き

なビジネスチャンスが詰め込まれた宝

箱のような可能性を秘めているという

わけです。我々の手によって廃校をよ

みがえらせる、そして地域に貢献する

ことによって新たな雇用の創出にもつ

なげていく——まさに夢とロマンが思

い描けるような事業とはいえないでし

ょうか。

　一方、2020年10月、まさにコロナ

の渦中にあった時期ですが、遠藤利明

衆議院議員を会長とした「スポーツ・

健康産業推進議員連盟」が発足しまし

た。

　設立趣意書には、「すべての日本国

民が運動やスポーツに親しみ、汗を流

し、健康を維持できる環境づくりこそ、

我が国が目指すべき目標である。それ

を担う中核的役割を果たすのが、スポ

ーツ・健康関連産業である。フィット

ネスクラブは日中だけでなく、朝でも

夜でも、あるいは天気が悪くても、継

続的な運動機会を地域において提供す

ることができ、年齢を問わずあらゆる

健康ニーズに応える重要産業である」

とあります。こうした議員の方々の後

方支援も受けて、２～３年後には会員

の回復はもちろん、新たな事業展開に

よって、コロナ前の2019年を大きく

上回るような成果を遂げられるよう、

FIAとしても、新体制となった花房秀

治新会長の下、明日が待ち遠しくなる

ような明るい日本づくりに邁進してい

きたいと思います。そして、その具現

化のためには、正会員、賛助会員の皆

様とのより密接なツーウエイ（双方

向）関係を構築していくことが大事で

あると考えています。

　本日は、私も専務理事としての初仕

事となりました。皆さんともに、笑顔

で明日を迎えられるよう、そして新た

な日本は我々が支えるんだという心づ

もりで共に頑張ってまいりましょう。

2022年（令和4年）7月11日
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Information F I A からのお知らせ

　FIAは、2022年6月17日、第35回定時総会をAP東京八重洲（東
京・京橋）にて開催しました（出席26社・委任状61社、計87社）。
　2021年度事業報告及び決算監査報告、2022年度事業計画及
び収支計画、並びに理事選任の3議案を議決承認しました。
　本年は、役員（理事・監事）改選期にあたり全23名について新
任・再任が承認されました。
【新任役員紹介】
理事
●岡本 利治　株式会社ルネサンス　代表取締役社長
●尾崎 徹也　ミズノ株式会社　執行役員

●室田 健志　コナミスポーツ株式会社　代表取締役社長
●山岸 通庸　株式会社東急スポーツオアシス　
　代表取締役社長
監事
●高橋保行　高橋会計事務所
　尚、理事、有坂順一・粟辻稔泰・北清水良・杖崎洋　並びに監
事、竹内正挙は、任期満了を以て退任いたしました。
■事業・決算報告及び事業計画・収支予算は、
　FIAホームページで公開しています。
　https://www.fia.or.jp/whats_fia/report/

総会開催のご報告1

　総会に付帯して開催した216回理事会において、
定款に基づく業務執行理事（役員）を以下のよう
に選任しました。
●会長（代表理事）　花房 秀治（新任）　
　株式会社ティップネス相談役
●副会長（業務執行理事）　笠原 盛泰（留任）
　アイレクススポーツライフ株式会社　
　代表取締役会長
●副会長（業務執行理事）　小林 利彦（留任）
　野村不動産ライフ＆スポーツ株式会社　
　代表取締役社長
●専務理事（業務執行理事）吉田 正昭（新任）
　FIA
　
■FIA役員ホームページ
　https://www.fia.or.jp/whats_fia/officer/
■FIA定款ホームページ
　https://www.fia.or.jp/whats_fia/association/

2022年度理事監事および業務執行理事紹介2

氏名 会社名 役職名

会長（非常勤） 花房秀治  （株）ティップネス 相談役

副会長（非常勤）笠原盛泰  アイレクススポーツライフ（株） 代表取締役会長

副会長（非常勤）小林利彦  野村不動産ライフ&スポーツ（株） 代表取締役社長

専務理事（常勤）吉田正昭  （一社）日本フィットネス産業協会　 専務理事

理事（非常勤） 安藤直樹  （株）レッツコンサルティング 代表取締役

理事（非常勤） 岡本利治  （株）ルネサンス 代表取締役社長

理事（非常勤） 尾崎徹也   ミズノ（株） 執行役員

理事（非常勤） 加藤浩嗣  （株）オージースポーツ 代表取締役社長

理事（非常勤） 田畑　晃  （株）ダンロップスポーツウエルネス 代表取締役社長

理事（非常勤） 手塚栄司  （株）THINKフィットネス 代表取締役社長

理事（非常勤） 年永文明   JR東日本スポーツ （株）
常務取締役 　
総合企画開発部門長

理事（非常勤） 西村仁宏   グンゼスポーツ（株） 代表取締役社長

理事（非常勤） 新田広一郎   大塚製薬（株）
執行役員
リレーショナルマーケティング担当

理事（非常勤） 原田宗彦   大阪体育大学 学長

理事（非常勤） 古屋武範  （株）クラブビジネスジャパン 代表取締役編集長発行人

理事（非常勤） 増本　 岳  （株）カーブスホールディングス 代表取締役社長

理事（非常勤） 室田健志  コナミスポーツ（株） 代表取締役社長

理事（非常勤） 山岸通庸  （株）東急スポーツオアシス　　　　　代表取締役社長

理事（非常勤） 山﨑充浩  （株）エイム 代表取締役社長

理事（非常勤） 山崎幸雄   セントラルスポーツ（株） 相談役

監事（非常勤） 佐々木　剛   SPORTEC（株） 代表取締役社長

監事（非常勤） 滝田　裕   滝田法律事務所 弁護士

監事（非常勤） 高橋保行   高橋会計事務所 公認会計士・税理士
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　猛暑と節電要請が同時となる
社会環境にありますが、FIAでは
2011年の東日本大震災後の節電
時期に会員企業担当者有志によ
る協議を経て、クラブ施設におけ
る標準温度・Eco（節電）温度表
を定めています。
　施設の構造、地域などによりカ
スタマイズは必要ですが、別表を
参考にしてください。

節電要請と施設温度設定について4

夏季 冬季

水
湯
・サ
ウ
ナ
温
度

基準温度 ECO温度基準 基準温度 ECO温度基準
プール水温度 ２９～３１℃ ２８～３０℃ ３０～３２℃ ３０～３１℃

風呂温度 ４０～４１℃ ４０～４１℃ ４０～４２℃ ４０～４１℃
水風呂温度 ２０～２３℃ ２３℃ ２１～２４℃ ２４℃

スチームサウナ温度 ４５～５５℃ ４５℃ ５０～５５℃ ５０℃
ミストサウナ温度 ５０℃ ５０℃ ５０～５５℃ ５０℃℃
ドライサウナ温度 ８５～９０℃ ８５℃ ８５～９０℃ ８５℃

運
動
施
設

マシンジム室 ２３～２５℃ ２５～２６℃ ２４～２６℃ ２４℃
スタジオ ２３～２５℃ ２５～２６℃ ２４～２６℃ ２４℃

室内ゴルフ ２３～２５℃ ２５～２６℃ ２４～２６℃ ２４℃

付
帯
設
備

治療院　・エステ ２３～２５℃ ２５℃ ２４～２６℃ ２４℃
レストラン ２３～２５℃ ２５℃ ２４～２６℃ ２４℃
休憩ゾーン ２４～２６℃ ２６℃ ２３～２５℃ ２３℃
ロッカー室 ２４～２６℃ ２６℃ ２３～２５℃ ２３℃
フロント ２５～２７℃ ２７℃ ２０～２３℃ ２０℃
ロビー ２３～２５℃ ２６℃ ２０～２３℃ ２０℃

通路（プール導線除く） 基準なし ２７℃ 基準なし ２０℃
事務所 基準なし ２７℃ 基準なし ２０℃

注　上記の「施設・水温等温度基準」は、あくまでも都内店を想定した温度基準で、北海道から沖縄まで　
　　約１～１．５ヶ月気候が違いますから、各地各店でこの温度基準を参考にして独自に作成してください。

施設・水温等温度基準（夏季・冬季）　　　　　　　　　　  　　FIA電力削減会議委員会　11．4.12

（１）SPORTEC（FIA特別協力）
　SPORTEC2022（東京）は、7月27日（水）～29日（金）、東
京ビッグサイト東ホールにて開催されます。
＜FIAセミナー＞
①SPO-B1 7月27日（水）11時00分～12:30分　（90分）
FIAトップセミナー：逆境からの業績復活への取り組み
～ポストコロナ戦略、現状と今後の展望～　
　コロナ禍による厳しい状況からの本格的回復と発展に向けた
取り組み、戦略と展望を都市型・地域密着型それぞれのクラブ経
営リーダーに聞く。
●（株）ルネサンス代表取締役社長執行役員　岡本 利治氏
● アイレクススポーツライフ（株） 代表取締役会長　笠原 盛泰氏
●（株）カーブスホールディングス　代表取締役　増本 岳　氏

②SPO-B2　7月27日（水）13:00～14:30　（90分）
「コロナ禍前には戻らない！業績不足を補う新たな戦略」
～ポストコロナの会費外収入増に向けたヒント～
　コロナ禍で顕在化した総合型クラブ収益構造改革の鍵＝会費
外収益。
　総合型クラブにおけるこれからの「パーソナル」「スクール」「会
員のフィットネス成果を向上させるためのサービス提供」に関する
ヒントを見出す。

●（株）R-body　代表取締役　鈴木 岳氏
●（株）東急スポーツオアシス　ゼネラルマネージャー　
　 向井 宏典氏
●（株）ブラボーグループ　
　 代表取締役会長　ジョン・ボヴェル・ボードマン氏

■ご希望の方は、SPORTECホームページからお申込みください。
　https://sports-st.com/seminar/

※SPORTEC名古屋2022は、11月9日（水）～11日（金）、ポート
メッセなごやで開催予定です。

（２）FIAマスターズスイミングフェスティバル2022
　9月25日（日）、京都アクアリーナで開催。今年は同大会初の長
水路（50M）大会として開催いたします（25M種目はありません）。

■開催要項は、FIAホームページにて公開中（7月9日～）。
　エントリーは日本マスターズ水泳協会エントリーシステムにより、
　7月19日から開始予定。
　https://fia.or.jp/act/event/masters_fes_2022/

行事・催事3
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FIA新型コロナウイルス感染症予防ガイドライン改訂にあたって6

　一般社団法人生涯健康社会推
進機構（理事長 金指潔 東急不動
産HD取締役会長）では、順天堂
大学大学院スポーツ健康科学研
究科 町田修一教授の全面監修に
より、超高齢社会の健康増進に必
要な知識と運動実践方法を学べる
「生涯筋活アドバイザー検定」を
実施いたします。
　本検定は「いつでも・どこでも・
誰とでも」健康づくりが目指せる
「シニアのための自体重トレーニ
ング」に特化したスキル習得が可
能です。全部で三段階となっており、
6月13日より3級（初級）の受検を
開始いたしました（※2級以降順
次更新）。３級では、以下の内容を学ぶことができます。
●日本の高齢事情：日本における超高齢社会の現状や問題点
●健康寿命延伸に重要な３定義：サルコペニア、ロコモティブシン

ドローム、フレイルの定義と対策（評価方法）
●筋肉の衰えと弊害：・健康寿命を保つために必要な筋肉とは
●運動の種類と筋肉への効果：目的に応じた適切な予防法

　上級になるにつれ、より具体的なトレーニング方法や、お身体
事情に合わせた対応方法を自ら考え指導することができるように
なります。申込から講義受講、検定試験まで全てWEBで完結でき、
受検したその日のうちに合否判定、資格認定まで受けることが可
能です。
　資格を取得することで、根拠を持った指導が可能となります。ぜ
ひ皆様の施設でも、高齢者会員様の増加に対応すべく、スタッフ
研修の一環として検定取得をご検討ください。
　詳しくはホームページをご覧いただくか、お問い合わせください。

■生涯筋活アドバイザー検定
　HP：https://shogaikinkatsu.jp/
■団体受検等お問い合せ先：
　info_kinkatsu@shogaikenko.or.jp

　この度、7月8日もって標記ガイドラインが改訂されました。
　改訂にあたっては、各事業所における本格的な事業復興に向け
た取り組みと向かい合う今期、既存のお客様により快適にワーク
アウトを実践いただけることはもちろん、新規のお客様をお迎えし
やすいような環境に戻していくことを目指しました。
　しかし、一方では社会一般的な通念を踏まえた感染予防に加え
て、“フィットネス関連施設が一般的な日常生活における屋内環
境よりも利用者の呼気が活発化する環境である”という認識に沿
った感染予防対応であるべきという前提は崩さないという点も、し

っかりと抑えての新たなガイドラインとなっています。
　また、今回新たに設定されたガイドラインは、あくまでも“最低
限これだけの対策は必要”という“ベースライン”であるとお考えく
ださい。
　各エリア、サービス提供の運用にあたっては、このガイドライン
を基準に各社の裁量にゆだねられます。
　以上のような方針に沿って策定された新たなガイドラインの主
な改訂のポイントをシンプルに整理すると、以下のようになります。
❶館内マスク着用の前提、消毒、換気の徹底は崩さない。
❷❶の前提をしっかりと守った上で“間引き”や、“人数制限”、

“消毒ルール”等において極力コロナ禍前に戻した。
❸従来のガイドラインと比較して基準提示のスリム化を図った。
❹感染予防対応のベースラインを示すガイドラインと位置づけ、

各社判断の余地を増やした。

　実際のガイドラインの確認及び、本件に関するさらに詳細の説
明については以下の当協会ホームページにてご確認ください。
https://fia.or.jp/stop_covid19/

全てWEBで完結！ 『生涯筋活アドバイザー検定』受検開始5

順天堂大学大学院 
町田修一教授
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正会員加盟企業 Regular member

▶▶▶主要商品・サービス
【決済方法でお困りの方へ朗報!!】
『 Smart TG 』の利用メリット
　フィットネス業界では、会費を口座振替で徴収することが多く、
課題として未払いや債権回収が発生すると聞いております。クレ
ジットカード支払いにするとポイントが貯まることや支払いの手間
が省けることから、年々ユーザからクレジットカード払いを希望され
ることが増えております。
■Smart TGの利用メリット
①会費のクレジットカード支払希望ユーザを囲い込める
②現金管理業務の軽減
③来店ユーザを即時登録できることで離脱防止
　企業側にも未払い防止や債権回収が簡素化できるメリットがあ
り、顧客満足度を向上できる1パーツとして「決済方法の拡充」も
必要だと思います。
　当社提供の『Smart TG』は、フィットネス/スポーツジム等で会
費のクレジットカード支払いが可能になり、ご利用いただくこと（※）
で顧客満足度の向上に寄与できるのではと考えております。　
※決済代行事業者の契約が別途必要
　今後の新規会員獲得には、クレジットカード支払い対応が必要
不可欠だと確信しておりますので、ご検討いただければと考えてお
ります。
　詳細は別途お時間をいただきご説明およびデモンストレーショ
ンにてご確認いただきたく思います。決済端末の貸出も行っており
ますので、この機会にぜひお問い合わせください。

【企業概要】
社名 ● 株式会社リンク
所在地 ● [本社]東京都港区北青山 2-14-4　
  アーガイル青山 14階 〒107-0061
代表者 ● 代表取締役　社長　岡田元治
本サービス連絡先 ● TEL ： 03-6704-9090
Mail ● payment_spd@link.co.jp
営業担当 ● 松本・小宮山

NEW MEMBERS 新規加盟企業紹介

株式会社リンク

新規会員は、
クレジットカードで

支払いたい！

会費の集金を
効率化する

クレジットカード決済
サービス

賛助会員加盟企業    Associate member

▶▶▶ご挨拶
　株式会社エヌ・シー・ピーはフィットネスクラブ・スイミングスクール
等の運営を行っております。
　エイブルスポーツクラブは、1980年開業のエイブルスポーツク
ラブ岡山をはじめ2001年当時西日本最大級のフィットネススパと
してエイブルスポーツクラブ広島、「W-FIT24」ブランドの中庄・楠
木町・総社・浜田の6店舗展開しております。

「健康でありたい」と願うのは、誰もの願いであり、いつまでも「若々
しくいたい」と考えるのも必然です。また、「良い教育を受けさせた
い」という親の願いも、子を思う親の欲求です。
　私たちは、地域密着・独自のノウハウを活かしながら、 時代に合
った「ニーズ」を、皆さまにとっての「願い」と「品質」を、すべての世
代の皆さまに「健康品質」を創造していきます。コロナ禍の影響で
生活様式が変化し多様化していく現代社会で、さまざまな取り組
みを行い、微力ではございますがフィットネス業界の発展に貢献し
ていきたいと考えております。

（株式会社エヌ・シー・ピー　代表取締役　丸田 茂彦）

【企業概要】
本社 ● 〒700-0053　
  岡山県岡山市北区下伊福本町1-33
  ● TEL ： 086-252-3140／FAX ： 086-256-0271

【店舗概要】
エイブルスポーツクラブ　岡山・広島
W-FIT24　中庄・楠木町・総社・浜田

【施設内容】
（エイブル）ジム・スタジオ・プール・温浴施設・
ゴルフレンジ・屋上コート

株式会社エヌ・シー・ピー
エイブルスポーツクラブ・W-FIT24

（岡山県・広島県・島根県）　



11

ネス・エキスパートと対話で確保する

ことが有効です。

　バーチャルなグループ・エクササイ

ズやパーソナルトレーニングは、物理

的なサービスに追加して、会員にさら

なる価値を与え、新しい顧客を獲得す

るのに役立つことができるのです。ハ

イブリッド・モデルのグループ・エク

ササイズは、あなたのクラブのグルー

バーチャル・フィットネスの
可能性

　コロナウイルスの大流行により、ス

タジオやフィットネスクラブに入会し

ようとする多くの消費者は、対面式と

バーチャル式の両方でグループ・エク

ササイズが提供されることを期待する

ようになりました。

　バーチャル・フィットネス・オプシ

ョンの提供を止めてしまったクラブや、

まだデジタルサービスの提供を開始し

ていないクラブは、会員をさらに失う

危険性があります。

　フィットネスクラブで提供されるバ

ーチャル・プログラムとPelotonや

Apple Fitness+、そしてYouTubeのよ

うなオンライン専用のエクササイズオ

プションとの差別化を図るには、実際

に誰かと会っての体験であり、フレン

ドリーで協力的な環境の中でフィット

プ・エクササイズプログラムを向上さ

せ、会員や顧客を新たな方法で魅了す

ることができます。

　ただし、バーチャル・フィットネ

ス・オプションの制作は、そう簡単で

はありません。他のフィットネス・オ

プションと同様、会員や顧客を惹きつ

け、ビジネスの成長を可能にする高品

質なプログラムを作るためには、必要

2022年（令和4年）7月11日

ここに紹介するトピックスは、
IHRSAとFIAの提携によりIHRSAがリリースしたレポートの一部を要約して紹介する、

海外フィットネス関連情報です！

パンデミック以降、消費者はあなたのクラブがバーチャル・サービスを提供することに期待しているかもしれません。
物理的なスペースをサポートし、

ビジネスを成長させるために、高品質のバーチャル・サービスをつくる方法を学びましょう。

ヘルス＆フィットネスクラブにおける
バーチャル・オファリング
～11のベストプラクティス～

GLOBAL  INDUSTRY  NEWS
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なステップを踏む必要があります。

11のベストプラクティス

　まず、あなたのクラブのバーチャ

ル・フィットネス・プログラムが、以

下に示すプラクティス・ガイドライン

に適合していることを確認してくださ

い。プログラム企画に役立つよう、4

つのカテゴリーに分類しています。

①バーチャル・プロダクトを利用して

顧客ベースを増やす

②グループ・フィットネスの選択肢を

広げる

③高品質な製品を提供する

④安全性と賠償責任に配慮する

①バーチャル・プロダクトを利用して

　顧客ベースを増やす

１．独立したオプションとして、また

物理的なアクセスの補完／追加として、

顧客がバーチャルでサービスを利用で

きるようにすることを検討する。

２．バーチャルなサービスを活用する

ことで、施設への来訪を促進する。運

動が初めての人のためのエントリー・

レベルのプログラムとして利用する。

②グループ・フィットネスの

　選択肢を広げる

３．バーチャル・クラスをアーカイブ

し、オンデマンドで利用できるように

する。そして顧客がウェブサイトから

アーカイブにアクセスできるようにす

る。

４．オンサイトのバーチャル・クラス

や自宅でのオンデマンド・ワークアウ

トで、ライブのサービスを補完する。

５．クラスのスケジュールにバーチャ

ル・ワークアウトを組み込んで、タイ

ムテーブルを拡大し、施設の利用率を

最大化する。

③高品質な製品を提供する

６．バーチャル体験が、顧客が施設を

訪れたときに設定された標準と同じで

あることを確認する。技術、照明、音

響、コーチング、そして質の高いプロ

グラムがカギとなる。

７．バーチャル ワークアウトは、楽

しく、やる気を起こさせ、結果を出せ

るようなものにすることで、顧客の関

心を引き続ける。

④安全性と賠償責任に配慮する

８．オンライン／バーチャルで提供す

るために必要であれば、追加の保険に

加入する。

９．顧客のトレーニング環境が安全で

危険のないものであることを確認する。

顧客にリスクアセスメントを実施し、

それに基づいて文書化する。床材の種

類、障害物有無、子どもやペット等の

気になる要因を考慮する。

10．様々なプラットフォームやデジ

タル配信方法で使用される音楽に関す

る知的財産の問題を常に意識する。配

信モードや地理的な場所など、カバー

する範囲についてあらゆるライセンス

を確認する。

11．遠隔地、デジタル、バーチャル

番組に関する権利放棄/インフォーム

ド・コンセント契約書に文言を追加す

る。

2022年（令和4年）7月11日

バーチャルなグループ・エクササイズやパーソナルトレーニングは、
物理的なサービスに追加して、

会員にさらなる価値を与え、新しい顧客を獲得するのに役立つことができる。

※ この記事は、AUSactive社の標準化・開発担当ゼ
ネラルマネージャーであるChris Alexander氏と、
Les Mills U.S.のCEOであるSean Turner氏に寄
稿いただきました。
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水
泳
で

新
カ
テ
ゴ
リ
ー
創
設
へ

ト
ラ
ン
ス
ジ
ェ
ン
ダ
ー
選
手

巡
り

　

国
際
水
泳
連
盟
（
F
I
N
A
）

は
19
日
、
ブ
ダ
ペ
ス
ト
で
開
い
た

総
会
で
、
ジ
ェ
ン
ダ
ー
に
関
す
る

指
針
を
決
め
、
出
生
時
の
性
別
と

自
認
す
る
性
が
異
な
る
ト
ラ
ン
ス

ジ
ェ
ン
ダ
ー
の
選
手
が
出
場
で
き

る
新
た
な
カ
テ
ゴ
リ
ー
創
設
を
検

討
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
作
業
部

会
を
立
ち
上
げ
、
半
年
を
め
ど
に

概
要
を
ま
と
め
る
。

　

競
泳
で
は
リ
ア
・
ト
ー
マ
ス
選

手
（
米
国
）
が
全
米
大
学
体
育
協

会
（
N
C
A
A
）
選
手
権
の
女
子

５
０
０
ヤ
ー
ド
（
約
４
５
７
メ
ー

ト
ル
）
自
由
形
を
ト
ラ
ン
ス
ジ
ェ

ン
ダ
ー
の
女
子
と
し
て
初
制
覇

し
、
賛
否
を
巻
き
起
こ
し
て
い

る
。

　

指
針
で
は
科
学
的
知
見
を
踏
ま

え
、
ト
ラ
ン
ス
ジ
ェ
ン
ダ
ー
の
選

手
が
女
子
の
カ
テ
ゴ
リ
ー
で
出
場

す
る
に
は
、
男
性
ホ
ル
モ
ン
の
テ

ス
ト
ス
テ
ロ
ン
が
基
準
値
以
下
で

あ
る
こ
と
な
ど
の
条
件
を
設
け

た
。
総
会
で
F
I
N
A
の
ム
サ
ラ

ム
会
長
は
「
選
手
の
権
利
は
守
ら

な
い
と
い
け
な
い
が
、
特
に
女
子

の
競
技
で
は
試
合
の
公
平
性
も
確

保
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
新
た

な
歩
み
を
始
め
る
最
初
の
国
際
競

技
連
盟
に
な
る
」
と
強
調
し
た
。

（
ブ
ダ
ペ
ス
ト
＝
共
同
▼
２
０
２
２
・
６
・
20
／
日
経
）

世
界
陸
連
会
長
、

ト
ラ
ン
ス
ジ
ェ
ン
ダ
ー
選
手

の
規
制
検
討

　

世
界
陸
連
の
セ
バ
ス
チ
ャ
ン
・

コ
ー
会
長
が
出
生
時
の
性
別
と
自

認
す
る
性
が
異
な
る
ト
ラ
ン
ス
ジ

ェ
ン
ダ
ー
の
選
手
に
対
し
、
女
子

カ
テ
ゴ
リ
ー
へ
の
出
場
を
規
制
す

る
可
能
性
が
あ
る
と
20
日
、
英

B
B
C
（
電
子
版
）
の
取
材
に
語

っ
た
。
19
日
に
、
国
際
水
泳
連
盟

（
F
I
N
A
）
が
ジ
ェ
ン
ダ
ー
に

関
し
て
同
様
の
指
針
を
定
め
た
こ

と
に
賛
同
の
意
思
を
示
し
た
も

の
。

　

F
I
N
A
は
男
性
か
ら
性
別
変

更
し
た
選
手
が
女
子
と
し
て
出
場

す
る
た
め
に
は
、
男
子
と
し
て
思

春
期
を
過
ご
し
て
い
な
い
こ
と
な

ど
を
条
件
に
定
め
た
。
コ
ー
会
長

は
「
イ
ン
ク
ル
ー
ジ
ョ
ン
（
包

摂
）
か
公
平
性
か
の
判
断
と
な
れ

ば
、
わ
れ
わ
れ
は
常
に
公
平
性
を

選
ぶ
」
な
ど
と
述
べ
た
。

（
ロ
ン
ド
ン
＝
共
同
▼
２
０
２
２
・
6
・
21
／
日
経
）

ス
キ
ー
複
合
、

五
輪
か
ら
除
外
か
　

男
女
平
等
問
題
の

解
決
策
で

　

１
９
２
４
年
の
第
1
回
シ
ャ
モ

ニ
ー
冬
季
五
輪
か
ら
実
施
さ
れ
て

い
る
ノ
ル
デ
ィ
ッ
ク
ス
キ
ー
複
合

が
五
輪
か
ら
除
外
さ
れ
る
可
能
性

が
あ
る
と
15
日
、
A
P
通
信
が
報

じ
た
。
複
合
は
五
輪
で
女
子
が
実

施
さ
れ
て
お
ら
ず
、
男
女
平
等
問

題
の
解
決
策
と
し
て
除
外
さ
れ
る

懸
念
が
あ
る
と
い
う
。
国
際
オ
リ

ン
ピ
ッ
ク
委
員
会
（
I
O
C
）
は

24
日
の
理
事
会
で
、
２
０
２
６
年

ミ
ラ
ノ
・
コ
ル
テ
ィ
ナ
ダ
ン
ペ
ッ

ツ
ォ
五
輪
の
実
施
種
目
に
女
子
を

加
え
る
か
判
断
す
る
予
定
。

　

冬
季
五
輪
に
5
度
出
場
し
、
米

国
の
競
技
団
体
幹
部
を
務
め
る
デ

モ
ン
グ
氏
は
「
26
年
大
会
か
ら
複

合
の
男
子
を
取
り
下
げ
る
こ
と
を

関
係
者
か
ら
聞
い
た
」
と
明
か
し

た
。
同
大
会
の
追
加
競
技
に
山
岳

ス
キ
ー
を
採
用
し
た
I
O
C
が
、

参
加
選
手
数
の
増
加
を
望
ん
で
い

な
い
こ
と
が
背
景
に
あ
る
と
指
摘

し
た
。（

共
同
▼
２
０
２
２
・
6
・
16
／
日
経
）

中
国
の
ジ
ム
、

サ
ブ
ス
ク
に
逆
風

都
度
払
い
が

初
心
者
か
ら
支
持

　

中
国
・
広
州
市
の
新
興
ス
ポ
ー

ツ
ジ
ム
「
超
級
猩
猩
（
ス
ー
パ
ー

モ
ン
キ
ー
）
」
が
ト
レ
ー
ニ
ン
グ

入
門
者
を
取
り
込
ん
で
急
成
長
し

て
い
る
。
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

の
流
行
以
降
、
市
民
の
健
康
志
向

が
高
ま
り
、
業
界
は
追
い
風
を
受

け
て
い
る
が
、
「
ゼ
ロ
コ
ロ
ナ
」

対
策
に
よ
る
営
業
休
止
リ
ス
ク
も

抱
え
続
け
て
い
る
。
そ
の
な
か
で

料
金
シ
ス
テ
ム
の
工
夫
や
ネ
ッ
ト

と
の
組
み
合
わ
せ
が
競
争
力
の
差

と
な
っ
て
い
る
。

　

超
級
猩
猩
は
２
０
１
４
年
に
設

立
、
瞬
く
間
に
全
国
２
５
０
店
舗

を
開
設
し
た
。
調
査
会
社
I
T
桔

子
に
よ
る
と
、
企
業
価
値
は
60
億

元
（
約
１
２
０
０
億
円
）
と
、
ユ

ニ
コ
ー
ン
（
企
業
価
値
10
億
ド
ル

以
上
の
未
上
場
企
業
）
の
仲
間
入

り
を
目
前
に
す
る
。

　

特
徴
は
1
レ
ッ
ス
ン
1
時
間
程

度
。
1
人
の
ト
レ
ー
ナ
ー
に
対
し

最
大
数
十
人
が
参
加
す
る
集
団
ト

レ
ー
ニ
ン
グ
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
、
ニ

ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
の
フ
ィ
ッ
ト
ネ

ISSUE
フィットネス関連
ニュース

業界の最新情報をいち早くキャッチ！
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ス
大
手
「
レ
ズ
ミ
ル
ズ
」
が
提
供

す
る
重
量
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
や
ダ
ン

ス
エ
ク
サ
サ
イ
ズ
に
加
え
、
独
自

プ
ロ
グ
ラ
ム
を
多
数
そ
ろ
え
る
。

　

ス
マ
ホ
で
気
軽
に
予
約
と
キ
ャ

ン
セ
ル
が
可
能
で
、
料
金
は
1
レ

ッ
ス
ン
ご
と
に
数
十
元
。
入
会
費

は
原
則
な
い
。
昨
年
夏
か
ら
超
級

猩
猩
で
週
2
回
程
度
利
用
す
る
男

性
（
32
）
は
「
会
費
を
無
駄
に
し

て
は
い
け
な
い
、
と
い
う
強
迫
感

が
な
く
て
か
え
っ
て
長
く
続
け
ら

れ
て
い
る
」
と
話
す
。

　

全
国
30
都
市
で
店
舗
展
開
す
る

ジ
ム
チ
ェ
ー
ン
「
楽
刻
」
は
、
パ

ー
ソ
ナ
ル
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
の
ほ
か

集
団
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
手
が
け
る
。

料
金
は
月
払
い
や
年
払
い
に
加

え
、
超
級
猩
猩
と
同
じ
よ
う
に
レ

ッ
ス
ン
ご
と
に
も
支
払
え
る
。
中

国
で
は
直
近
、
月
額
払
い
の
サ
ブ

ス
ク
リ
プ
シ
ョ
ン
で
は
な
く
て

「
都
度
払
い
」
の
新
興
ジ
ム
が
消

費
者
の
支
持
を
得
て
い
る
。
入
門

者
に
初
期
費
用
と
い
う
ハ
ー
ド
ル

を
感
じ
さ
せ
ず
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
に

慣
れ
て
も
ら
う
戦
略
だ
。

　

背
景
に
は
独
特
の
事
情
が
あ

る
。
中
国
で
は
地
域
の
感
染
状
況

ご
と
に
飲
食
や
娯
楽
施
設
の
営
業

制
限
が
敷
か
れ
る
。
利
用
者
に
と

っ
て
は
月
会
費
や
年
会
費
を
払
っ

て
、
ジ
ム
を
利
用
で
き
な
い
日
が

続
け
ば
割
を
食
う
。
ま
た
コ
ロ
ナ

後
に
経
営
が
悪
化
し
、
閉
店
を
決

め
た
ジ
ム
事
業
者
が
デ
ポ
ジ
ッ
ト

（
保
証
金
）
や
年
会
費
の
返
金
を

巡
っ
て
消
費
者
と
ト
ラ
ブ
ル
に
な

っ
た
と
い
っ
た
事
例
も
、
都
度
払

い
モ
デ
ル
を
後
押
し
す
る
。

　

都
度
払
い
は
ネ
ッ
ト
マ
ー
ケ
テ

ィ
ン
グ
と
も
か
み
合
う
。
シ
ョ
ー

ト
動
画
ア
プ
リ
で
自
宅
な
ど
で
で

き
る
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
映
像
を
投
稿

す
る
超
級
猩
猩
の
男
性
ト
レ
ー
ナ

ー
、
也
哥
（
イ
ェ
ー
ガ
ー
）
さ
ん

は
、
28
万
人
の
フ
ァ
ン
を
抱
え

る
。
也
哥
さ
ん
の
レ
ッ
ス
ン
は
毎

回
、
定
員
を
数
十
人
上
回
っ
て
予

約
が
殺
到
す
る
。

　

也
哥
さ
ん
の
フ
ァ
ン
で
も
あ
る

易
さ
ん
は
「
動
画
で
気
に
な
る
ト

レ
ー
ナ
ー
を
探
し
て
試
し
に
予
約

す
る
。
そ
し
て
自
分
の
『
推
し
』

が
み
つ
か
る
。
都
度
払
い
と
の
相

性
は
良
い
」
と
語
る
。
ネ
ッ
ト
の

動
画
は
閲
覧
無
料
の
た
め
、
一
見

ジ
ム
の
客
足
を
減
ら
し
そ
う
だ

が
、
実
際
は
逆
だ
。

　

ネ
ッ
ト
サ
ー
ビ
ス
か
ら
ジ
ム
の

店
舗
開
設
へ
事
業
を
広
げ
る
現
象

も
起
き
て
い
る
。
ト
レ
ー
ニ
ン
グ

動
画
を
み
て
、
運
動
量
や
体
重
を

管
理
で
き
る
ア
プ
リ
「K

eep

（
キ

ー
プ
）
」
は
店
舗
型
ジ
ム
の
展
開

を
2
月
に
本
格
始
動
し
た
。
ジ
ム

で
利
用
者
の
感
触
を
直
接
探
り
、

動
画
制
作
な
ど
に
生
か
す
狙
い
だ

が
、
料
金
は
や
は
り
都
度
払
い
。

　

業
界
で
は
入
門
者
の
囲
い
込
み

競
争
と
市
場
の
拡
大
期
が
し
ば
ら

く
続
き
そ
う
だ
。
国
家
体
育
総
局

に
よ
る
と
、
全
国
の
ジ
ム
施
設
は

21
年
に
12
万
８
９
０
０
カ
所
と
20

年
か
ら
12
％
増
加
し
た
。
コ
ロ
ナ

禍
で
苦
境
に
陥
る
ジ
ム
も
あ
る

が
、
全
体
と
し
て
は
追
い
風
が
吹

く
。
た
だ
今
後
は
入
門
レ
ベ
ル
か

ら
中
級
・
熟
練
へ
育
っ
た
利
用
者

を
つ
な
ぎ
留
め
る
戦
略
も
欠
か
せ

な
い
。
顧
客
ロ
イ
ヤ
ル
テ
ィ
ー
を

維
持
、
向
上
す
る
仕
掛
け
づ
く
り

が
必
要
だ
。（

２
０
２
２
・
６
・
13
／
日
経
）

ソ
ニ
ー
ネ
ッ
ト
と
ポ
ー
ラ
、

健
康
管
理
ア
プ
リ
を
発
表

　

ソ
ニ
ー
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
ズ
と
ポ
ー
ラ
が
共

同
出
資
す
る
ヘ
ル
ス
テ
ッ
ク
企

業
、
S
O
U
L
A
（
東
京
・
港
）

は
23
日
、
企
業
向
け
に
健
康
管
理

の
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
ア
プ
リ
を
提

供
す
る
と
発
表
し
た
。
食
事
や
運

動
な
ど
の
情
報
を
記
録
し
、
従
業

員
の
健
康
管
理
に
つ
な
げ
る
。
生

活
ス
タ
イ
ル
に
応
じ
て
設
定
を
調

整
で
き
、
今
後
は
肌
の
ケ
ア
に
役

立
つ
情
報
な
ど
も
追
加
す
る
。

　

ア
プ
リ
名
は
「SOULA pie

（
ソ

ウ
ラ　

パ
イ
）
」
。
7
月
4
日
に

サ
ー
ビ
ス
を
始
め
る
。
ア
プ
リ
を

ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
し
た
後
、
各
契
約

企
業
に
発
行
し
た
専
用
コ
ー
ド
を

入
力
し
て
使
う
。
ア
プ
リ
は
ソ
ニ

ー
ネ
ッ
ト
の
画
像
解
析
技
術
を
用

い
た
機
能
で
、
食
事
の
メ
ニ
ュ
ー

を
撮
影
す
る
と
そ
の
内
容
や
栄
養

素
を
算
出
。
毎
日
の
食
事
の
改
善

点
な
ど
を
ア
ド
バ
イ
ス
す
る
。
料

理
動
画
を
配
信
す
る
エ
ブ
リ
ー

（
東
京
・
港
）
と
連
携
し
、
食
事

や
運
動
の
記
録
な
ど
を
も
と
に
、

そ
の
人
に
あ
っ
た
料
理
の
レ
シ
ピ

も
提
案
す
る
。

　

ア
プ
リ
の
利
用
者
の
生
活
ス
タ

イ
ル
や
ニ
ー
ズ
に
応
じ
て
ア
プ
リ

を
カ
ス
タ
マ
イ
ズ
で
き
る
。
例
え

ば
デ
ス
ク
ワ
ー
ク
が
中
心
の
人
な

ら
必
要
と
す
る
炭
水
化
物
や
油
脂

の
量
を
低
く
設
定
し
、
激
し
い
ス

ポ
ー
ツ
を
す
る
人
に
は
、
た
ん
ぱ

く
質
の
多
い
食
事
を
提
案
す
る
な

ど
の
設
定
が
で
き
る
。
サ
ー
ビ
ス

開
始
時
は
食
事
と
運
動
の
記
録
・

分
析
用
が
主
で
、
２
０
２
３
年
初

め
ま
で
に
睡
眠
や
ス
キ
ン
ケ
ア
の

機
能
も
順
次
追
加
し
て
い
く
予

定
。

　

22
年
度
に
20
～
30
社
で
の
導
入

を
目
指
す
。
利
用
料
金
は
明
ら
か

に
し
て
い
な
い
が
、
他
の
サ
ー
ビ

ス
を
含
め
て
S
O
U
L
A
で
22
年

度
に
10
億
円
の
売
上
高
を
目
指
し

て
い
る
。

　

S
O
U
L
A
は
ソ
ニ
ー
ネ
ッ
ト

が
70
％
、
ポ
ー
ラ
が
30
％
を
出
資

し
て
22
年
2
月
に
設
立
し
た
。
木

下
直
人
社
長
は
「
（
健
康
管
理
で

も
）
食
事
・
運
動
・
睡
眠
・
肌
ケ

ア
の
4
つ
に
ま
た
が
る
サ
ー
ビ
ス

を
提
供
し
て
い
る
企
業
は
ま
だ
な

い
。
こ
こ
に
戦
略
的
に
投
資
を
し

て
い
き
た
い
」
と
述
べ
た
。

（
２
０
２
２
・
６
・
23
／
日
経
）

群
馬
・
太
田
市
、

大
塚
製
薬
と
健
康
増
進
で

包
括
連
携

　

群
馬
県
太
田
市
と
大
塚
製
薬
は

30
日
、
市
民
の
健
康
増
進
に
つ
い

て
の
包
括
連
携
協
定
を
結
ん
だ
。

大
塚
製
薬
は
医
薬
品
の
ほ
か
、
ス
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ポ
ー
ツ
飲
料
の
「
ポ
カ
リ
ス
エ
ッ

ト
」
や
「
カ
ロ
リ
ー
メ
イ
ト
」
な

ど
の
事
業
も
手
掛
け
る
。
熱
中
症

対
策
や
高
齢
者
の
フ
レ
イ
ル
（
虚

弱
）
予
防
に
関
す
る
市
民
へ
の
啓

発
活
動
、
ス
ポ
ー
ツ
栄
養
に
関
す

る
情
報
提
供
に
取
り
組
む
。

　

大
塚
製
薬
の
大
宮
支
店
長
が
太

田
市
役
所
を
訪
れ
て
清
水
市
長
と

と
も
に
協
定
の
調
印
式
を
開
い

た
。
連
携
協
定
の
主
な
内
容
は
、

①
市
民
の
健
康
増
進
（
と
く
に
熱

中
症
対
策
）
、
②
ス
ポ
ー
ツ
の
振

興
、
③
女
性
の
活
躍
・
健
康
、
④

健
康
経
営
の
普
及
、
⑤
災
害
対

策
、
の
5
項
目
。

　

太
田
市
は
男
子
プ
ロ
バ
ス
ケ
ッ

ト
ボ
ー
ル
リ
ー
グ
1
部
（
B
1
）

の
群
馬
ク
レ
イ
ン
サ
ン
ダ
ー
ズ
の

本
拠
地
に
な
る
な
ど
、
ス
ポ
ー
ツ

を
軸
に
し
た
ま
ち
づ
く
り
を
進
め

る
。
一
方
、
大
塚
製
薬
は
市
内
の

小
中
学
校
に
熱
中
症
対
策
の
校
内

放
送
用
C
D
を
提
供
す
る
ほ
か
、

ス
ポ
ー
ツ
指
導
者
に
最
新
の
ス
ポ

ー
ツ
栄
養
に
関
す
る
情
報
を
提
供

す
る
。
健
康
に
関
す
る
各
種
の
セ

ミ
ナ
ー
や
研
修
会
も
開
く
予
定

だ
。

（
２
０
２
２
・
７
・
１
／
日
経
）

ス
ポ
ー
ツ
の

公
平
性
と
多
様
性
　

勝
負
を
楽
し
む

新
た
な
価
値
観
を

　

日
本
ラ
イ
フ
ル
射
撃
協
会
が
開

催
し
た
ビ
ー
ム
ラ
イ
フ
ル
・
ビ
ー

ム
ピ
ス
ト
ル
の
ス
ポ
ー
ツ
射
撃
体

験
会
を
取
材
し
た
。
い
わ
ゆ
る
光

線
銃
。
資
格
や
免
許
は
必
要
な

く
、
誰
で
も
安
全
に
射
撃
を
楽
し

め
る
。
と
は
い
え
、
形
や
重
さ
は

本
物
と
ほ
ぼ
同
じ
。
国
体
で
も
少

年
種
目
と
し
て
実
施
さ
れ
て
い

る
。

　

体
験
会
に
は
日
本
パ
ラ
リ
ン
ピ

ッ
ク
委
員
会
（
J
P
C
）
の
河
合

純
一
委
員
長
（
47
）
も
参
加
し

た
。
河
合
氏
は
全
盲
だ
が
、
ヘ
ッ

ド
ホ
ン
を
つ
け
て
ラ
イ
フ
ル
を
構

え
る
と
音
が
聞
こ
え
、
狙
い
が
正

し
い
か
否
か
は
音
の
高
さ
で
判
断

で
き
る
。
銃
身
を
台
に
載
せ
て
撃

て
る
な
ど
実
際
の
競
技
よ
り
易
し

い
条
件
と
は
い
え
、
河
合
氏
は
計

20
発
を
撃
っ
て
満
点
の
10
点
を
8

度
も
記
録
し
た
。

「
音
が
高
く
変
化
す
る
の
は
一

瞬
。
ゲ
ー
ム
性
が
あ
っ
て
面
白
か

っ
た
。
他
の
競
技
の
選
手
が
集
中

力
を
磨
く
の
に
も
い
い
か
も
し
れ

な
い
」
。
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
6
大

会
に
競
泳
で
出
場
し
金
メ
ダ
ル
5

個
を
獲
得
し
た
元
ア
ス
リ
ー
ト
。

集
中
力
が
抜
群
な
の
だ
ろ
う
。
視

覚
に
ハ
ン
デ
ィ
を
持
つ
人
は
聴
覚

が
研
ぎ
澄
ま
さ
れ
る
の
で
、
こ
の

や
り
方
で
健
常
者
よ
り
高
得
点
が

出
る
の
は
珍
し
く
な
い
と
い
う
。

　

あ
ら
た
め
て
思
っ
た
の
は
、
ス

ポ
ー
ツ
で
は
障
害
の
有
無
や
内
容

に
か
か
わ
ら
ず
、
一
緒
に
競
い
合

っ
て
ゲ
ー
ム
や
勝
負
を
楽
し
む
こ

と
が
、
工
夫
次
第
で
い
く
ら
で
も

可
能
に
な
る
と
い
う
こ
と
だ
っ

た
。
同
協
会
は
東
京
五
輪
・
パ
ラ

リ
ン
ピ
ッ
ク
以
降
、
健
常
者
と
障

が
い
者
の
垣
根
を
外
す
共
生
ス
ポ

ー
ツ
と
し
て
の
取
り
組
み
を
加
速

し
て
い
る
。
松
丸
喜
一
郎
会
長
は

東
京
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
で
大
き
な

学
び
が
あ
っ
た
と
い
う
。

　

例
え
ば
、
パ
ラ
の
ラ
イ
フ
ル
射

撃
は
主
に
下
肢
に
障
が
い
が
あ
る

S
H
1
ク
ラ
ス
と
い
っ
て
も
状
況

は
一
人
ひ
と
り
異
な
る
。
車
い
す

の
選
手
が
い
れ
ば
義
足
の
選
手
、

立
っ
て
椅
子
で
体
を
支
え
て
撃
つ

選
手
も
い
る
。
ど
う
や
っ
て
も
完

全
に
公
平
な
条
件
は
望
め
な
い
。

だ
が
、
選
手
た
ち
は
真
剣
に
競
い

合
っ
て
勝
負
を
楽
し
み
、
勝
者
は

み
ん
な
で
た
た
え
あ
う
。
「
パ
ラ

の
方
が
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
精
神
を

体
現
し
て
い
る
と
感
じ
ま
し
た
」

　

同
協
会
は
２
０
２
２
年
か
ら
、

空
気
銃
と
ビ
ー
ム
銃
の
全
日
本
選

手
権
を
健
常
者
と
障
が
い
者
が
一

緒
に
参
加
す
る
大
会
と
し
、
そ
れ

ぞ
れ
が
ペ
ア
を
組
ん
で
出
場
す
る

ミ
ッ
ク
ス
種
目
を
新
設
す
る
。
一

緒
に
競
技
を
し
て
も
順
位
は
カ
テ

ゴ
リ
ー
分
け
し
て
付
け
る
こ
と
に

な
る
が
、
将
来
は
そ
の
壁
も
取
り

払
う
こ
と
を
目
指
し
た
い
と
い

う
。

（
２
０
２
２
・
６
・
29
／
日
経
）


